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■
略
年
譜
䥹
参
考
䣕
黒
田
喜
夫
全
詩
䣖
䣓
黒
田
喜
夫
年
譜	 

阿
部
岩
夫
編
䣔
一
九
八
五
・
四
䣍
思
潮
社
䥺 

一
九
二
六[

大
十
五]

年	 

二
月
二
十
八
日
䣍
山
形
県
米
沢
市
住
之
江
町
䥹
直
江
町
か
？
䥺
に
䣍
父
我
孫
子
喜
三
郎
䣍
母
黒
田
よ
の
の

次
男
と
し
て
生
れ
た
䣎
六
つ
年
上
に
兄
喜
一
が
い
た
䣎
父
母
は
内
縁
関
係
に
あ
䣬
た
た
め
母
方
の
籍
に
入
る
䣎

父
方
は
䣍
山
形
県
西
村
山
郡
紫
䥹
柴
か
？
䥺
橋
村
中
郷
䥹
現
寒
河
江
市
䥺
の
地
主
だ
䣬
た
が
䣍
祖
父
の
代
に

て
没
落
し
䣍
父
は
下
駄
木
地
師
や
下
駄
屋
の
職
を
経
て
䣍
米
沢
市
に
最
上
屋
旅
館
を
開
業
䣍
喜
夫
は
こ
こ
で

生
ま
れ
る
䣎
母
方
は
䣍
山
形
県
西
村
山
郡
寒
河
江
町
皿
沼
䥹
現
寒
河
江
市
䥺
の
自
作
兼
小
作
農
家
䣎 

一
九
二
八[

昭
三]

年	 

三
月
父
没
䣎 

一
九
三
〇[

昭
五]

年	 

父
が
残
し
た
借
財
に
よ
り
䣍
最
上
屋
旅
館
は
人
手
に
渡
り
䣍
以
後
䣍
同
町
の
借
家
に
移
り
䣍
母
は
和
裁
や
団 

子
の
行
商
な
ど
を
し
て
生
計
を
た
て
た
䣎 

一
九
三
一[

昭
六]

年	 

暮
ら
し
に
窮
し
䣍
母
の
生
家
の
あ
る
地
に
引
き
上
げ
る
䣎
母
は
䣍
主
に
草
履
表
を
作
䣬
た
り
䣍
土
方
な
ど
の

労
働
で
生
計
を
た
て
た
䣎
喜
夫
は
従
兄
弟
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
が
䣍
百
姓
以
下
の
貧
者
の
子
供
䣍
他
所
者

と
し
て
扱
わ
れ
た
䣎	 

	 
 

一
九
三
二[

昭
七]

年	 

寒
河
江
南
部
小
学
校
入
学
䣎
成
績
優
秀
䣎
村
一
番
の
地
主
の
息
子
と
親
し
く
な
り
䣍
初
め
て
少
年
雑
誌
や
啄

木
䣍
独
歩
䣍
藤
村
の
本
を
借
り
て
読
む
䣎
こ
の
年
冷
害
や
不
況
が
続
き
周
囲
の
小
作
農
た
ち
の
生
活
苦
を
見
る
䣎 

一
九
三
八[

昭
十
三]

年	 

寒
河
江
小
学
校
高
等
科
に
入
学
䣎 

一
九
四
〇[

昭
十
五]

年	 

高
等
科
卒
業
後
䣍
上
京
䣎
東
京
都
品
川
区
大
井
北
浜
川
の
笹
原
製
作
所
に
年
季
徒
弟
と
し
て
就
職
䣎
年
期

は
徴
兵
検
査
ま
で
で
䣍
前
借
八
十
円
䣍
五
年
間
の
給
二
百
円
䣍
月
々
少
額
の
小
遣
い
と
い
う
契
約
で
あ
䣬
た
䣎 

一
九
四
三[

昭
十
八]

年	 

三
年
間
の
厳
し
い
徒
弟
生
活
の
の
ち
䣍
サ
ボ
タ
䤀
ジ
䣻
に
よ
䣬
て
䣍
徒
弟
契
約
を
破
棄
さ
せ
䣍
自
由
の
身

と
な
る
が
䣍
空
襲
と
飢
え
に
迫
ら
れ
䣍
住
居
は
品
川
区
内
を
転
々
と
し
た
䣎
そ
の
頃
䣍
徴
用
工
と
し
て
や
䣬
て

き
た
十
歳
年
上
で
同
人
誌
で
小
説
を
書
い
て
い
た
中
島
博
と
親
し
く
な
り
䣍
多
く
の
文
学
書
を
読
む
機
会
を
得

る
䣎
外
国
の
も
の
に
感
銘
を
受
け
䣍
ス
タ
ン
ダ
䤀
ル
䣍
バ
ル
ザ
䣹
ク
等
の
仏
文
学
か
ら
䣍
と
く
に
農
民
生
活
を

描
い
た
北
欧
の
作
家
ビ
䣼
ル
ン
ソ
ン
や
䣍
イ
ワ
ン
・
ブ
䤀
ニ
ン
の
䣕
村
䣖
䣍
チ
エ
ホ
フ
の
䣕
百
姓
䣖
な
ど
に
深

い
感
銘
を
覚
え
䣍
次
第
に
ロ
シ
ア
文
学
へ
と
熱
中
し
て
い
䣬
た
䣎
ま
た
䣍
ト
䣶
ラ
䤀
䣍
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
等
の
ド

イ
ツ
前
衛
派
の
作
品
も
好
ん
で
読
ん
だ
䣎
日
本
の
も
の
で
は
䣍
特
に
改
造
社
版
䣕
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
䣖
は

愛
読
書
と
な
り
䣍
葉
山
嘉
樹
の
䣕
淫
売
婦
䣖䣕
海
に
生
き
る
人
々
䣖
䣍
金
子
洋
文
の
䣕
天
井
裏
の
善
公
䣖
な
ど
を

好
ん
だ
䣎
兄
入
隊
䣎	 

 

一
九
四
四[

昭
十
九]

年	 

徒
弟
契
約
の
破
棄
後
䣍
神
田
の
電
機
学
校
と
ニ
コ
ラ
イ
露
語
学
校
の
夜
学
へ
通
う
が
䣍
昭
和
十
九
年
か
ら

二
十
年
に
か
け
て
の
烈
し
い
空
襲
の
た
め
残
念
す
る
䣎
ロ
シ
ア
語
は
文
学
的
動
機
か
ら
で
は
な
く
䣍
満
州
か
ら

ソ
連
国
境
へ
の
脱
出
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
䣬
た
と
い
う
䣎
戦
争
の
さ
な
か
䣍
詩
ら
し
き
も
の
を
書
く
䣎
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
や
ロ
シ
ア
文
学
を
読
む
こ
と
に
よ
䣬
て
䣍
少
し
ず
つ
共
産
主
義
や
社
会
主
義
の
思
想
的
特
徴
に

ふ
れ
る
よ
う
に
な
䣬
た
が
䣍
そ
れ
は
ま
だ
思
想
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
䣬
た
䣎
き
わ
め
て
錯

綜
し
た
精
神
状
態
を
も
ち
つ
づ
け
䣍
猛
烈
な
飢
え
と
䣍
性
欲
䣍
境
遇
へ
の
怒
り
䣍
軍
国
主
義
へ
の
反
撥
を
覚
え

て
い
た
䣎 
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一
九
四
五[

昭
二
十]

年	 

年
の
初
め
頃
䣍
中
島
が
黒
田
の
下
宿
先
に
移
䣬
て
き
た
が
䣍
三
月
䣍
四
月
の
東
京
大
空
襲
の
あ
と
䣍
長
野

へ
勤
め
先
の
工
場
疎
開
の
た
め
䣍
中
島
と
別
れ
て
移
動
す
る
䣎
七
月
䣍
故
郷
寒
河
江
皿
沼
に
帰
る
䣎
徴
兵
検
査

合
格
の
た
め
の
䣍
兵
隊
に
行
く
準
備
で
あ
䣬
た
が
䣍
八
月
敗
戦
と
な
る
䣎
伯
父
の
家
の
ラ
ジ
オ
で
天
皇
の
放
送

を
き
き
䣍
無
条
件
降
伏
に
よ
り
戦
争
が
終
結
し
た
こ
と
を
理
解
し
た
䣎
秋
䣍
寒
河
江
町
役
場
䥹
現
市
役
所
䥺
に

吏
員
と
し
て
就
職
䣎
共
産
党
機
関
誌
を
売
り
に
き
た
青
年
と
親
し
く
な
り
䣍
雪
の
日
䣍
䣕
赤
旗
䣖
山
形
分
局
を

訪
ね
る
䣎
そ
こ
で
青
年
共
産
同
盟
山
形
地
方
準
備
委
員
と
な
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
る
䣎 

一
九
四
六[

昭
二
十
一]

年	 
二
月
䣍
寒
河
江
の
農
民
運
動
の
指
導
者
佐
藤
善
夫
か
ら
䣍
農
民
組
合
青
年
部
を
組
織
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
る
䣎
内
気
で
他
所
者
あ
つ
か
い
さ
れ
て
い
た
た
め
䣍
農
民
の
な
か
に
入
䣬
て
い
く
の
に
は
大
き
な
努
力
を
必

要
と
し
た
と
い
う
䣎
こ
れ
が
政
治
的
活
動
の
始
ま
り
で
あ
䣬
た
䣎
日
本
共
産
党
入
党
䣎
以
後
䣍
他
村
の
組
織
づ

く
り
を
進
め
䣍
山
形
県
農
村
青
年
協
議
会
書
記
䣍
青
年
共
産
同
盟
山
形
地
方
委
員
䣍
党
山
形
地
方
委
員
候
補
䣍

寒
河
江
町
農
地
委
員
会
書
記
な
ど
を
歴
任
す
る
䣎 

一
九
四
七[

昭
二
十
二]

年	 

土
地
取
り
上
げ
へ
の
反
対
闘
争
䣍
米
の
強
制
供
出
へ
の
闘
争
を
含
む
農
民
運
動
䣍
青
年
運
動
を
続
け
る
䣎 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

秋
䣍
国
鉄
争
議
応
援
デ
モ
を
組
織
し
䣍
米
軍
山
形
軍
政
部
に
よ
䣬
て
逮
捕
さ
れ
る
䣎
䥹
資
料
２
䣓
お
れ
の
河
䣔
䥺 

一
九
四
八[

昭
二
十
三]

年	 

寒
河
江
町
役
場
を
辞
め
䣍
日
本
共
産
党
山
形
県
委
員
会
の
専
従
に
な
る
が
䣍
ま
も
な
く
喀
血
発
病
䣎
六

月
䣍
病
状
が
進
み
䣍
国
立
療
養
所
左
沢
光
風
園
に
入
院
す
る
䣎 

一
九
四
九[

昭
二
十
四]

年	 

六
月
䣍
左
肺
合
成
樹
脂
充
填
の
手
術
を
受
け
る
䣎
死
の
危
機
に
直
面
し
䣍
死
の
恐
怖
に
と
ら
わ
れ
る
䣎

こ
の
頃
か
ら
再
び
文
学
作
品
を
読
む
よ
う
に
な
り
䣍
今
ま
で
と
は
別
の
意
味
で
人
間
や
社
会
を
考
え
る
䣎	 

	 
 

一
九
五
〇[

昭
二
十
五]

年	 

療
友
清
野
正
秋
ら
と
回
覧
誌
䣓
か
が
り
火
䣔
創
刊
䥹
䦅
一
九
五
二
年
䥺
䣎
初
め
て
䣓
最
上
川
の
歌
䣔
と
題

す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
ば
り
の
作
品
を
書
い
た
と
い
う
䥹
未
確
認
䥺
䣎䣗
発
表
詩
篇
䢧｢

雲｣

ｐ
８
䣍䣓
沼
地
に
て
䣔

ｐ
９
䣍
䣓
河
䣔
ｐ
９
䣍
䣓
髪
䣔
ｐ
１
０
䣍
䣓
う
ぐ
い
す
笛
を
吹
く
人
䣔
ｐ
１
０
䣍
䣓
赤
い
空
䣔
ｐ
１
１
䣍
資

料
３
䣓
凍
河
を
見
た
䣔
䣍
䣓
砂
の
断
章
䣔
䣍
䣓
出
漕
䣔
䣘
䥹
䣓
一
九
五
九
年
夏
の
日
記
䢣
自
伝
に
代
え
て
䣔
ｐ
１

１
５
䥺 

一
九
五
一[

昭
二
十
六]

年	 

十
月
䣍
清
野
䣍
今
田
郁
夫
ら
と
詩
誌
䣓
詩
炉
䣔
創
刊
䣎
䥹
䦅
一
九
六
二
年
䥺 

一
九
五
二[

昭
二
十
七]

年	 

䣓
詩
炉
䣔
を
通
じ
て
䣍
神
奈
川
療
養
所
に
入
院
中
の
瀬
木
慎
一
を
知
る
䣎
更
に
詩
誌
䣓
列
島
䣔
の
運
動

䥹
資
料
４
䥺
を
知
り
䣍
関
根
弘
䣍
長
谷
川
龍
生
や
䣍
䣓
荒
地
䣔
な
ど
の
戦
後
詩
人
の
詩
に
大
き
な
シ
䣼
䣹
ク
を

受
け
た
䣎 

一
九
五
三[

昭
二
十
八]

年	 

療
養
所
を
退
院
䣎
農
民
指
導
者
の
佐
藤
善
夫
の
土
地
を
借
り
䣍
小
家
を
建
て
て
䣍
孔
版
印
刷
を
開
業
䣍

䣓
詩
炉
䣔
続
刊
す
る
䣎䣗
発
表
詩
篇
䢧
䣓
秋
䢣
接
収
地
の
九
月
の
た
め
に
䣔
１
号
䣍䣓
と
り
で
䣔
２
号
䣍䣓
黍
餅
䣔

䣓
花
䣔
４
号
䣍
䣓
詩
書
を
あ
と
に
䣔
䣓
お
れ
の
河
䣔
７
号
䣍
䣓
ひ
か
る
目
だ
䣔
䣓
ふ
か
く
メ
ス
を
①
䣔
８
号
䣍
䣓
い

つ
も
の
よ
う
に
䣔䣓
占
領
地
の
近
く
で
䣔䣓
夜
の
雲
䣔䣓
秋
䣔䣓
路
で
䣔䣓
黍
餅
䣔䣓
と
り
で
䣔䣓
明
日
は
䣔
９
号
䣍䣓
民

族
移
動
䣔
䣓
秋
䣔
䣓
黍
餅
䣔
䣓
と
り
で
䣔
䣘 

一
九
五
四[

昭
二
十
九]

年	 

新
日
本
文
学
会
主
催
の
全
国
詩
人
会
議
に
出
席
の
た
め
上
京
䣎
そ
の
折
䣍
瀬
木
䣍
関
根
䣍
木
島
始
䣍
木

原
啓
允
ら
䣓
列
島
䣔
の
詩
人
た
ち
と
出
会
う
䣎
そ
の
後
䣍
䣓
列
島
䣔
䣓
新
日
本
文
学
会
䣔
に
入
会
䣎 

一
九
五
五[

昭
三
十]

年	 
	 

春
䣍
上
京
䣎
豊
島
区
西
巣
鴨
に
間
借
り
す
る
䣎
こ
こ
で
䣕
列
島
詩
集
䣖
に
発
表
す
る
詩
䣓
空
想
の
ゲ
リ

ラ
䣔䥹
ｐ
１
９
䦅
２
０
䥺
を
書
く
䣎
八
月
䣍
菅
原
克
己
ら
の
す
す
め
で
䣍
新
日
本
文
学
会
詩
委
員
会
機
関
誌
䣓
現

代
詩
䣔
の
編
集
の
仕
事
を
す
る
䣎 

一
九
五
六[

昭
三
十
一]

年	 

䣓
現
代
詩
䣔
の
編
集
に
携
わ
䣬
て
以
来
䣍
新
し
い
文
学
運
動
に
批
判
的
な
党
か
ら
の
圧
迫
に
苦
し
み
つ

つ
䣍
い
わ
ゆ
る
民
主
主
義
詩
運
動
の
脱
皮
に
心
を
く
だ
い
た
䣎
こ
の
頃
䣍
若
い
画
家
や
映
画
作
家
ら
と
接
触
し

䣓
映
画
批
評
䣔
を
書
く
䣎
ま
た
吉
本
隆
明
を
知
䣬
て
䣍
彼
の
文
学
者
と
し
て
の
戦
争
責
任
論
を
積
極
的
に
支
持

し
た
䣎
十
月
二
十
六
日
に
起
き
た
䣍
い
わ
ゆ
る
ハ
ン
ガ
リ
䤀
事
件
䥹
資
料
５
䥺
に
衝
撃
を
受
け
䣍
詩
䣓
ハ
ン

ガ
リ
ヤ
の
笑
い
䣔
䥹
ｐ
２
０
䦅
２
３
䥺
を
書
く
䣎
一
方
䣍
谷
川
雁
や
井
上
俊
夫
な
ど
の
仕
事
を
知
り
䣍
自
己

の
農
民
的
内
部
を
改
め
て
問
題
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
䣍
伝
統
と
ア
バ
ン
ギ
䣺
ル
ド
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
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論
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
䣎
こ
の
間
䣍
真
壁
仁
ら
の
䣓
山
形
文
学
䣔
䣍
花
田
清
輝
ら
の
䣓
記
録
芸
術
の
会
䣔
䣍
玉

井
五
一
ら
の
䣓
首
の
会
䣔
に
参
加
䣎
䣗
発
表
詩
篇
䢧
䣓
隠
さ
れ
た
村
へ
Ⅰ
䣔
ｐ
４
０
䦅
４
１
䣍
䣓
空
想
の
ゲ

リ
ラ
䣔
ｐ
１
９
䦅
２
０
䣍
䣓
希
望
Ⅰ
䣔
䥹
後
䣓
希
望
の
始
ま
り
䣔
と
改
題
䥺
ｐ
３
７
䦅
３
９
䥹
以
上
䣓
現

代
詩
䣔
䥺
䣍
䣓
隠
さ
れ
た
村
へ
Ⅱ
䣔
ｐ
４
２
䦅
４
４
䥹
新
日
本
文
学
䥺
䣘 

一
九
五
七[

昭
三
十
二]
年	 

｢

現
代
詩｣

編
集
長
と
な
る
䣎
大
阪
か
ら
上
京
し
た
長
谷
川
龍
生
ら
と
親
し
く
交
わ
る
䣎
松
永
五
一
ら
と

䣓
民
族
詩
人
䣔
の
会
を
結
成
䣎
䣗
発
表
詩
篇
䢧
䣓
叫
び
と
行
為
䣔
ｐ
３
６
䦅
３
７
䥹
近
代
文
学
䥺
䣍
䣓
民
族
移

動
䣔
䥹
ら
ん
る
䥺
䣍
䣓
観
念
論
䣔
䥹
現
代
詩
䥺
䣘 

一
九
五
八[

昭
三
十
三]

年	 

春
䣍
池
田
三
千
代
と
結
婚
䣎
大
田
区
糀
谷
町
に
転
居
䣎｢

現
代
詩｣

が
新
日
本
文
学
会
を
離
れ
䣍䣓
現
代
詩

の
会
䣔
と
い
う
詩
人
組
織
の
編
集
雑
誌
と
な
䣬
た
た
め
䣍䣓
現
代
詩
䣔
の
編
集
を
や
め
る
䣎
八
月
䣍
鮎
川
信
夫
䣍

岩
田
弘
䣍
大
岡
信
䣍
木
島
始
䣍
菅
原
克
己
䣍
関
根
弘
䣍
長
谷
川
四
郎
䣍
長
谷
川
龍
生
䣍
吉
本
隆
明
ら
と
䣓
現
代

詩
の
会
䣔
の
運
営
委
員
と
な
る
䣎
ま
す
ま
す
健
康
状
態
は
悪
化
す
る
が
䣍
こ
の
間
多
く
の
作
品
を
書
く
䣎
詩
集

䣕
不
安
と
遊
撃
䣖
の
中
心
的
作
品
は
䣍
こ
の
時
期
か
ら
翌
年
に
か
け
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
䣎
䣗
発
表
詩
篇
䢧

䣓
昼
も
夜
も
䣔
ｐ
４
６
䦅
５
２
䣍
䣓
毒
虫
飼
育
䣔
ｐ
２
７
䦅
２
９
䥹
共
に
䣓
現
代
詩
䣔
䥺
䣍
䣓
二
つ
の
愛
䣔

ｐ
４
４
䦅
４
５
䥹
民
族
詩
人
䥺
䣘 

一
九
五
九[

昭
三
十
四]

年	 

十
一
月
䣍䣓
列
島
䣔
同
人
で
医
師
の
御
庄
博
実
の
計
ら
い
で
䣍
代
々
木
病
院
に
入
院
䣎
十
二
月
䣍
処
女
詩

集
䣕
不
安
と
遊
撃
䣖
䥹
飯
塚
書
店
䣍
解
説
・
岩
田
弘
䥺
刊
行
䣎
䣗
発
表
詩
篇
䢧
䣓
暗
い
日
曜
日
䣔
ｐ
３
４
䦅
３

６
䥹
詩
学
䥺
䣍䣓
夜
の
街
で
舞
う
䣔䣓
末
裔
の
人
々
䣔
ｐ
２
９
䦅
３
１
䥹
共
に
䣓
現
代
詩
䣔
䥺
䣍䣓
非
合
法
の

午
後
䣔
ｐ
２
４
䦅
２
５
䥹
民
族
詩
人
䥺
䣍
䣓
河
口
眺
望
䣔
ｐ
３
３
䦅
３
４
䥹
後
䣍
䣓
憑
か
れ
て
る
日
の
デ

䣹
サ
ン
䣔
に
改
題
䣍
䣓
新
日
本
文
学
䣔
䥺
䣍
䣓
狂
児
か
え
る
䣔
ｐ
２
６
䦅
２
７
䥹
近
代
文
学
䥺
䣍
䣓
一
九
五
×

年
冬
䣔䣓
草
人
形
䣔
ｐ
３
９
䦅
４
０
䣍䣓
獣
に
か
え
れ
な
い
䣔
ｐ
４
０
䥹
い
ず
れ
も
詩
集
䣕
不
安
と
遊
撃
䣖

に
収
録
䥺
䣘 

一
九
六
〇[

昭
三
十
五]

年	 

二
月
䣍䣓
現
代
詩
の
会
䣔
第
一
回
総
会
開
催
䣎
四
月
䣍
左
肺
開
胸
手
術
䣎
苦
痛
甚
だ
し
く
䣍
以
後
度
々
死

線
を
さ
ま
よ
う
䣎
五
月
䣍
詩
集
䣕
不
安
と
遊
撃
䣖
で
第
十
回
Ｈ
氏
賞
受
賞
䣎
八
月
䣍
余
病
併
発
し
䣍
危
篤
状
態

に
陥
る
䣎䣗
発
表
詩
篇
䢧
䣓
ウ
・
ナ
ロ
䤀
ド
䣔䥹
新
日
本
文
学
䥺
䣍䣓
原
点
破
壊
䣔
ｐ
３
１
䦅
３
３
䥹
現
代
詩
䥺
䣍

䣓
セ
レ
ナ
䤀
デ
䣔
ｐ
６
０
䦅
６
１
䥹
詩
学
䥺
䣍
䣓
鳥
目
の
男
䣔
ｐ
５
６
䦅
５
７
䥹
文
学
界
䥺
䣘 

一
九
六
一[

昭
三
十
六]

年	 

代
々
木
病
院
入
院
続
く
䣎
七
月
䣍
日
本
共
産
党
第
八
回
大
会
に
際
し
䣍
現
指
導
部
を
批
判
す
る
花
田
清

輝
䣍
野
間
宏
ら
の
文
学
者
グ
ル
䤀
プ
の
闘
争
に
参
加
䣎
䣗
発
表
詩
篇
䢧
䣓
転
移
の
海
䣔
ｐ
５
９
䥹
日
本
読
書

新
聞
䥺
䣍
䣓
踊
り
屋
䣔
䣓
地
中
の
武
器
䣔
ｐ
６
４
䦅
７
１
䥹
共
に
䣓
現
代
詩
䣔
䥺
䣍
䣓
食
中
植
物
譚
䣔
ｐ
６
１

䦅
６
３
䥹
詩
学
䥺
䣍
䣓
寄
生
虫
二
題
䣔
䥹
䣓
冬
の
旅
䣔
読
売
新
聞
䣍
䣓
朝
の
歌
䣔
詩
炉
通
信
䥺
䣍
䣓
朝
の
光
り
䣔
ｐ

５
７
䦅
５
８
䥹
文
学
界
䥺
䣍䣓
音
楽
家
の
友
へ
の
五
つ
の
詩
䣔
ｐ
５
３
䦅
５
６
䥹
生
活
と
文
学
䣍
ヤ
マ
ハ

ニ
䣻
䤀
ス
䥺
䣘 

一
九
六
二[

昭
三
十
七]

年	 

一
月
䣍
反
安
保
闘
争
䣍
綱
領
論
争
な
ど
を
め
ぐ
る
党
指
導
部
批
判
に
よ
り
䣍
日
本
共
産
党
離
党
表
明
䣎

代
々
木
病
院
内
に
て
党
中
央
統
制
委
員
会
の
査
問
を
受
け
䣍
除
名
通
告
を
受
け
る
䣎
十
二
月
䣍
現
代
日
本
詩
集

８	 

第
二
詩
集
䣕
地
中
の
武
器
䣖䥹
思
潮
社
䣍
解
説
・
髙
良
留
美
子
䥺
刊
行
䣎䣗
発
表
詩
篇
䢧
䣓
ポ
䤀
ラ
ン
ド
の

何
処
か
で
䣔䥹
現
代
詩
䥺
䣍䣓
除
名
䣔
ｐ
６
３
䦅
６
４
䥹
文
芸
䥺
䣍
䣓
死
者
と
記
録
へ
の
モ
ノ
ロ
䤀
グ
䣔䥹
現
代
詩

手
帖
䥺
䣍
䣓
朝
の
歌
䣔
䥹
詩
炉
通
信
䥺
䣘 

一
九
六
三[

昭
三
十
八]

年	 

四
月
䣍
東
京
都
下
清
瀬
町
国
立
東
京
病
院
東
療
病
棟
へ
転
院
䣎
左
肺
上
葉
切
除
術
を
受
け
る
䣎 

一
九
六
四[

昭
三
十
九]

年	 

三
月
䣍
新
日
本
文
学
会
退
会
䣎
六
月
䣍
国
立
東
京
病
院
を
退
院
し
䣍
清
瀬
市
竹
丘
二
丁
目
に
住
む
䣎 

一
九
六
五[

昭
四
十]

年	 
	 

六
月
䣍
評
論
集
䣕
死
に
い
た
る
飢
餓
䣖
䥹
国
文
社
䥺
刊
行
䣎 

一
九
六
六[

昭
四
十
一]

年	 

一
月
䣍
䣕
現
代
詩
手
帖
䣖
の
詩
誌
評
を
一
年
間
担
当
䣎
九
月
䣍
䣕
黒
田
喜
夫
詩
集	 

一
九
五
四
䢣
一
九
六

六
䣖
䥹
思
潮
社
䥺
刊
行
䣎 

一
九
六
八[

昭
四
十
三]

年	 

二
月
䣍
䣕
現
代
詩
文
庫	 

黒
田
喜
夫
詩
集
䣖
䥹
思
潮
社
䥺
刊
行
䣎
胸
部
手
術
の
後
遺
症
と
過
労
の
た
め
不
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整
脈
を
多
発
し
䣍
再
入
院
䥹
䦅
翌
一
九
六
九
年
四
月
䥺
䣎 

五
月
䣍
䣕
詩
と
反
詩	 

黒
田
喜
夫
全
詩
集
・
全
評
論
集
䣖
䥹
勁
草
書
房
䣍
解
説
・
北
川
透
䥺
刊
行
䣎
䥹
以
下
略
䥺 

＊
＊
尚
䣍
ゴ
チ
䣹
ク
で
記
さ
れ
た
作
品
と
頁
は
䣍
テ
キ
ス
ト
䣕
現
代
詩
文
庫
䣖
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
䣎 

 

■
参
考
資
料 

１	 

䣓
初
期
䥹
未
刊
䥺
詩
篇
に
つ
い
て
䣔
䥹
䣕
黒
田
喜
夫
全
詩
䣖
解
説
・
阿
部
岩
夫
䣍
ｐ
５
１
７
䥺 

初
期
䥹
未
刊
䥺
詩
篇
と
い
う
の
は
䣍
処
女
詩
集
䣕
不
安
と
遊
撃
䣖䥹
一
九
五
九
年
䣍
飯
塚
書
店
刊
䥺
出
版
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
䣍

と
い
う
意
味
で
あ
る
䣎
䥹
中
略
䥺 

こ
の
五
十
数
篇
に
お
よ
ぶ
初
期
䥹
未
刊
䥺
詩
篇
を
大
別
し
て
み
る
と
䣍
戦
時
中
の
も
の
䣍
回
覧
誌
䣓
か
が
り
火
䣔
時
代
の
も
の
䣍

同
人
誌
䣓
詩
炉
䣔
時
代
の
も
の
に
な
る
䣎 

戦
時
中
の
作
品
は
䣍
黒
田
が
十
八
歳
の
こ
ろ
䣍
品
川
の
町
工
場
で
年
季
徒
弟
と
し
て
働
い
て
い
た
時
期
䥹
昭
和19

年
䥺
の
も
の

で
あ
る
䣎
の
ち
に
䣍
初
期
詩
篇
の
補
遺
と
し
て
䣓
現
代
詩
手
帖
䣔
䥹
一
九
八
一
年
四
月
号
䥺
に
発
表
し
て
い
る
䣎
䣓
か
が
り
火
䣔
は
䣍

黒
田
が
二
十
二
歳
䥹
一
九
四
八
年
䥺
の
と
き
䣍
肺
結
核
で
倒
れ
䣍
生
涯
の
苦
患
の
原
因
と
な
䣬
た
䣓
左
肺
合
成
樹
脂
充
填
術
䣔
と
い

う
手
術
を
受
け
た
国
立
療
養
所
左
沢
光
風
園
に
入
院
中
に
出
し
た
回
覧
詩
で
あ
る
䣎
こ
の
誌
は
䣍
生
原
稿
を
そ
の
ま
ま
と
じ
た
も
の

で
䣍
療
友
清
野
正
秋
ら
と
䣍
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
五
二
年
頃
ま
で
続
け
た
䣎 

䣓
詩
炉
䣔
は
䣍
黒
田
が
ま
だ
左
沢
光
風
園
に
入
院
中
䣍
䣓
か
が
り
火
䣔
と
多
少
時
期
が
重
な
る
よ
う
な
か
た
ち
で
出
し
た
ガ
リ
版

刷
り
の
同
人
誌
で
あ
る
䣎
同
人
に
は
䣍
療
友
の
清
野
正
秋
䣍
今
田
郁
夫
ら
の
外
に
安
食
昭
典
が
い
た
䣎
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
六
二

年
ま
で
続
い
た
が
䣍
一
九
五
五
年
春
上
京
す
る
ま
で
䣍
黒
田
は
つ
ね
に
活
動
の
リ
䤀
ダ
䤀
と
し
て
発
行
兼
編
集
の
責
任
者
で
あ
䣬
た
䣎 

 

２	 

詩
䣓
お
れ
の
河
䣔
䥹
䣓
詩
炉
䣔
７
号
一
九
五
三
年
十
二
月
䣍
再
掲
䣓
列
島
䣔
８
号
一
九
五
四
年
五
月
䥺 

	 

お
れ
の
河 

 

お
れ
が
生
ま
れ
た
土
地
に
河
が
あ
䣬
た 

お
れ
が
こ
き
使
わ
れ
て
育
䣬
た
土
地
に
も 

 

お
れ
が
河
べ
り
に
腰
を
つ
い
て
い
た
こ
と
は
い
く
度
も
あ
䣬
た
の
だ 

し
か
し
た
だ
一
度
こ
う
い
䣬
た
こ
と
が
あ
る
か 

た
・
え
・
き
・
れ
・
ぬ	 

と 
 

耐
え
き
れ
ぬ
の
は
こ
う
だ 

空
虚
な
波
の
騒
ぎ
を
み
て
お
れ
の
は
ら
わ
た
の 

間
を
一
本
の
河
が
く
ね
る
の
を
感
ず
る
こ
と 

目
の
前
を
山
か
ら
海
ま
で 

水
が
岩
を
く
ず
し
て
流
す
よ
う
に 

そ
い
つ
が
お
れ
を
お
し
流
す 

 

流
し
て 

白
日
の
し
た
に
お
れ
を
投
げ
る 

投
げ
捨
て
て
去
る 

 	 
	 
	 

＊ 
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だ
が
ず
う
䣬
と
前
か
ら 

お
れ
の
は
ら
わ
た
の
間
に
一
本
の
河
が
く
ね
䣬
て
い
る 

そ
れ
を
知
䣬
た
の
は
十
五
歳
の
と
き
だ 

え
た
い
知
れ
な
い
も
の
だ
と
思
䣬
た 

け
れ
ど
若
し
か
し
た
ら	 

と
思
䣬
た 

 

三
年
あ
と
夜
学
の
軍
事
教
官
が
衆
人
環
視
の
な
か
で 

お
れ
の
横
面
を
は
䣬
た 

そ
の
と
き
そ
い
つ
は
え
た
い
知
れ
ず
に
鳴
り
わ
め
い
て 

腹
を
走
り
ま
わ
䣬
た 

 

そ
れ
か
ら
鳴
り
つ
づ
け
だ 

そ
い
つ
は
む
し
ろ
上
の
方
へ 

い
ち
ば
ん
深
い
と
こ
ろ
か
ら
大
気
管
支
の
分
れ
目
あ
た
り
に
逆
流
す
る 

 

そ
れ
に
つ
き
あ
げ
ら
れ
な
が
ら 

十
二
時
間
労
働 

空
襲
の
日
夜 

飢
え 

童
貞
破
棄 

革
命
組
織
参
加 

と
突
破
し	 

あ
あ
し
か
し
こ
れ
じ
䣭
息
つ
く
間
も 

あ
り
は
し
な
い
と
悶
え
て
い
た
と
き 

 

一
九
四
七
年
秋 

無
届
示
威
行
進
首
謀
の
理
由
で
拘
引
さ
れ
た
Ｙ
市
軍
政
部
の
一
室
で 

い
た
け
だ
か
な
一
人
の
外
国
人
が
お
れ
の
額
を
ね
ら
䣬
て 

空
の
ピ
ス
ト
ル
を
カ
チ
リ
と
い
わ
せ
た
の
で 

た
ち
ま
ち
滝
の
よ
う
に
流
れ
お
ち 

下
腹
の
そ
う
だ 

ち
䣯
う
ど
膀
胱
の
あ
た
り
で 

ご
ぼ
り
ご
ぼ
り
と
笑
い
だ
し
た 

 

３	 

詩
䣓
凍
河
を
見
た
䣔 

	 

凍
河
を
見
た 

 

凍
河
を
見
た 

凍
み
わ
れ
た
野
に 

に
ぶ
く
光
る
冬
の
河
を 

 

飛
沫
も
な
い	 

ざ
わ
め
き
も
な
い 

黙
々
と
し
た
行
列
を
ゆ
く
流
れ
を 
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そ
の
よ
ど
み
は 

声
を
あ
げ
る
も
の
を
も
あ
げ
な
い
も
の
を
も 

ひ
と
し
く
呑
む 

 

数
々
の
樹
や
雲
が
あ
䣬
た
と 

誰
が
い
う
だ
ろ
う 

知
る
限
り
よ
り
の
膨
大
な
蚕
蝕
の
う
え
に 

 

そ
の
岸
は
決
別
の
塁
で
あ
り 

そ
こ
で
泪
と
死
屍
は
凍
り
つ
く 

 

隠
さ
れ
て
い
る
者
は
知
ら
な
い 

何
も
の
の
股
間
の
し
た
た
り
か 

あ
く
な
い
思
の
何
の
故
か
を 

 

だ
が
抗
い
が
た
く
わ
た
し
は
欲
す
る 

鉛
色
の
感
度
の
す
べ
て
の
重
量
を 

 

抗
い
が
た
く
わ
た
し
は
欲
す
る 

経
か
た
び
ら
を
裂
く
関
節
の
く
る
め
き
を 

 

戦
慄
ゆ
え
に 

極
寒
の
季
節
の
戦
慄
ゆ
え
に 

 

４	 

䣓
列
島
䣔
䥹
䣕
現
代
詩
大
辞
典
䣖
三
省
堂
䣍
二
〇
〇
八
・
二
よ
り
䥺 

	 

一
九
五
二
䥹
昭
２
７
䥺
年
三
月
創
刊
䣎
前
年
一
〇
月
以
来
䣓
芸
術
前
衛
䣔
と
䣓
造
形
文
学
䣔
の
有
志
が
集
ま
り
新
し
い
前
衛
詩
運

動
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
䣍
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
克
服
䣍
象
徴
的
手
法
の
克
服
䣍
民
族
伝
統
と
文
芸
の
継
承
䣍
民
族
的
叙
情
の
育
成
䣍
叙

事
詩
の
展
開
と
い
䣬
た
問
題
意
識
で
一
致
䣎
こ
の
運
動
に
䣍
四
八
年
に
葦
会
を
組
織
し
て
雑
誌
䣓
葦
䣔䣓
小
説
葦
䣔
䣍
総
合
雑
誌
䣓
潮
䣔

等
を
創
刊
し
編
集
す
る
山
本
茂
実
が
共
鳴
し
䣍
編
集
人
井
手
則
雄
䣍
発
行
人
山
本
茂
実
䣍
発
行
所
葦
会
内
列
島
で
出
発
䣎
創
刊
編
集

委
員
は
安
部
公
房
䣍
出
海
渓
也
䣍
井
手
䣍
木
島
始
䣍
木
原
啓
允
䣍
許
南
麒
䣍
椎
名
麟
三
䣍
関
根
弘
䣍
野
間
宏
䣍
福
田
律
郎
䣍
村
松
武

司
䣍
山
本
茂
実
䣎
地
方
委
員
と
し
て
伊
城
暁
䣍
伊
藤
正
斉
䣍
生
石
保
䣍
長
谷
川
龍
生
䣍
浜
田
知
章
䣍
御
庄
博
実
䣍
湯
口
三
郎
䣍
吉
田

美
千
雄
䣍
吉
本
千
鶴
が
名
を
連
ね
る
䣎
野
間
に
よ
る
発
行
の
辞
は
䣍
当
時
䣓
新
日
本
文
学
䣔
か
ら
分
か
れ
た
䣓
人
民
文
学
䣔
の
理
念

に
近
く
䣍
労
働
者
䣍
農
民
䣍
勤
労
市
民
か
ら
䣓
新
し
く
ほ
ん
と
う
の
詩
人
䣔
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
䣎
䥹
佐
藤
健
一
䥺 

 

５	 

䣓
ハ
ン
ガ
リ
䤀
事
件
䣔
䥹
䣓
広
辞
苑
䣔
第
六
版
䣍
岩
波
書
店
䣍
二
〇
〇
九
よ
り
䥺 

	 

一
九
五
六
年
䣍
ソ
連
の
軍
事
介
入
を
も
た
ら
し
た
ハ
ン
ガ
リ
䤀
で
の
一
連
の
事
件
䣎
非
ス
タ
䤀
リ
ン
化
を
求
め
る
市
民
と
政
府
側

と
の
武
力
衝
突
が
起
こ
り
䣍
ソ
連
が
軍
事
介
入
し
䣍
親
ソ
政
権
を
立
て
た
䣎
ハ
ン
ガ
リ
䤀
動
乱
䣎 

 

■
ま
と
め 

  


